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ポイント： 

• プレゼンテーションソフト(Microsoft Power Point)を使って発表を行うことを、デスク
トップ・プレゼンテーション（DTPR）と呼ぶ。 

• Power Point を使ったプレゼンテーションのポイントを確認していく。 
 

1.デスクトップ・プレゼンテーション 
• デスクトップ・プレゼンテーションとは？ 

⇒ これまでは、スライドや OHP によるプレゼンテーションが主流だった  
⇒ パソコンを使うことで、きれいに簡単に作れる（二次加工が不要） 
⇒ パソコンをプロジェクターや大型モニターに接続することで、作成したプ
レゼンテーションをそのまま再生できる。 

• DTPR の特徴：  
⇒ 画面に動きをもたせることで、ポイントを強調することができる 
⇒ 文字やイラストだけでなく、写真や動画も活用できる 
⇒ 全ての素材を一括して扱える 
 →写真はスライドプロジェクター、文字は OHP という使い分けが不要 
 

2.プレゼンテーション実施のポイント 
• 文字の大きさと量に注意 

⇒ 印刷でみる文字と、画面で見る文字の違いを覚える 
⇒ 長い文章は避ける 
⇒ 文字が多いと読みきれない 

• 図を多用する 
⇒ 短時間で理解してもらうためには、わかりやすい図を入れる 
⇒ 効果的な配色を考える 
  →強調ポイントを明確にするような配色を 
⇒ アニメーションの利用（授業では扱わない） 

• スライドの枚数は適切に 
⇒ スライド 1枚の説明時間は、2分前後を想定しておく 
⇒ 1 枚に多くを詰め込まない 

• プレゼンテーションのストーリー作りが重要 
⇒ 強調したいポイントを明確にする 
⇒ 効果的な演出を考える 
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3.パワーポイントでの操作方法 
3.1 画面表示方法を切り替える 

画面の左下にあるツールバー  を使って、順に次の 5 種類のなかから画面の表
示形式を切り替えることができる。 

• 標準表示モード→アウトライン、スライド、ノートの３モードを同時表示して編集する。 
• アウトライン表示モード→プレゼンテーションの構成を検討する（次図左） 
• スライド表示モード→スライドを 1枚単位で編集するモード。通常はこの画面を使う。 
• スライド一覧表示モード→スライドの順番の変更や削除。(次図右) 
• スライドショー→スライドショーを開始。「Esc」キーを押すと戻る。 

 
それぞれの画面で、どのようなことができるのか試してみよう。 

 

 

 

   
 

3.2 スライドショーの実行 

• 画面表示切り替えツールバー  の一番右のアイコンをクリックすると、ス
ライドショーを実行できる。 

 
• スライドショーは作成したスライドを順番に表示していく機能。 
 
 



麗澤大学 2002 年度 情報科学 A 資料 No.3 3

 
• スライドショーの細かな指定は、メニューの「ス
ライドショー(D)」でおこなうことができる。画
面切り替え時の効果(「画面切り替え(T)」など
は簡単に指定ができるうえに、楽しい効果がつ
けられるので、試してみよう。 

 
 
 
 

 
3.3 印刷（スライド／配布資料） 

• メニューから「ファイル(F)」-「印刷(P)」と選択する。 
• 「印刷対象」で、(1)スライド(用紙 1 枚に大きくスライドを 1 枚)、(2)配布資料(1 ペー
ジに 2枚、3枚、4枚、6枚、9枚から選択可能)、(3) ノート、(4) アウトライン の種
類を選んで印刷する。 

• カラープリンタを使っていなければ「グレースケール」のところにチェックをしておくこ
と。「単純白黒印刷」では微妙な色の差も、単純に黒か白に振り分けられる。 

 

 
 

3.4 保存・終了 

• 作成したプレゼンテーション資料は、Zip ディスクやフロッピーディスクに名前をつけて
保存しておくこと。 

• 作業がおわったら終了する。 
 

 
4.練習課題 

• 前回出した練習課題 B（以下の課題）を完成させて、印刷して提出する。 
• 次のテーマからひとつを選択して、パワーポイントを使ったプレゼンテーションをまとめ
なさい。 

テーマ：(1)大学の紹介 (2)自己紹介 (3)コンピュータの活用法 
※「私の通う大学のひみつ」「私と私のお気に入り」「私のおすすめするパソコン利用
術」など、タイトルを工夫してよい。 

• スライド枚数は 12枚以内。20分程度のプレゼンテーションを想定すること。 
• 文字だけでなく、クリップアートや図、写真などを使用すること。 
• タイトルページには、タイトルのほか、スライド作成日、科目名、クラス名、学籍番号、
氏名、電子メールアドレスを記載すること。 
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• 提出形態は、配布資料(1ページ 6枚)。 
 

 
 

「配布資料」に変更 
       「６」に変更 
 
• 本日提出しなさい。 

 
 (以上） 


